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循環型社会３

　わたしたちの生活に欠かせない資源には、限りがあります！

　ここでは「限りある資源を大切にするまち」を目指して、ご

みの減量化・再資源化、省資源・省エネルギーのために、どの

ようなことが出来るのかを考えて行くよ！

1. 資源 ・ 廃棄物 ( しげん ・ はいきぶつ )

でも･･･

　ごみは減少傾向にあるものの、ごみ処理施設の老朽化や最終処分場の埋立可能な残量

の問題、地球温暖化などの環境へ与える影響を軽減するためにも、更なるごみの減量化

が必要です。

わたしたちはどのくらいごみを出しているの？

　平成 20 年度のみなさんの家庭から出されるごみは 2,585ｔにもなります。これを年間

の一世帯当たりの排出量で計算すると約 749 ㎏になります。

　下のグラフのとおり事業系のごみが増加傾向にあるものの、みなさんのごみの分別や減

量化への取組みの成果もあり家庭系のごみの排出量は年々減少傾向にあります。
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【燃えるごみの内訳】【過去 3 年間のごみの排出量】

　　まだ、 資源になり
そうなごみが、 いっぱい
　　　 ありそうだね！
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